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木
造
3
階
建
て
共
同
住
宅
の
建
設
は
、
火
災
時

の
人
命
安
全
の
確
保
と
市
街
地
大
火
防
止
の
観
点

か
ら
、
従
来
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

4
年
に
防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
以
外
の
区
域
に

限
っ
て
解
禁
さ
れ
、
平
成
10
年
に
は
、
延
焼
防
止

措
置
が
強
化
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
準
防
火
地

域
に
お
い
て
も
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

東京理科大学大学院
国際火災科学研究科
教授
小林恭一 博士（工学）

木
造
3
階
建
て
と
大
規
模
木
造
に
関
す
る
規
制
緩
和（
４
）

大
規
模
木
造
建
築
物
の
禁
止
と
規
制
緩
和
（
そ
の
２
）

木
造
3
階
建
て
共
同
住
宅
の
解
禁

活
動
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
、
平
成
5
年
制

定
時
と
同
じ
で
す
。

第
五
号
は
、
準
防
火
地
域
内
に「
木
三
共
」

を
解
禁
す
る
た
め
に
平
成
11
年
に
新
た
に
加

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
主
要
構
造
部
を
木
造
と
し
た

場
合
で
も
、
要
求
さ
れ
る
耐
火
性
能
は
耐
火
建

築
物
と
基
本
的
に
同
様
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
逆
に
耐
火
性
能
が
同
等
な
ら
主
要
構
造

部
が
木
造
か
ど
う
か
に
こ
だ
わ
る
の
は
お
か
し

い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
3
階
建
て
以
上
の
特
殊
建
築
物

の
う
ち
3
階
建
て
の
共
同
住
宅
等
だ
け
は
特
別

な
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
建
築
物
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
だ
け
で「
木
造
」

と
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
経
緯
か

ら
、
こ
の
時
認
め
ら
れ
た
3
階
建
て
共
同
住
宅

等
は
、
当
時
、「
木
造
三
階
建
て
共
同
住
宅（
木

三
共
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
稿
で

も
、
そ
の
意
味
で「
木
三
共
」と
い
う
略
称
を

地
域
内
で
の
解
禁
は
見
送
ら
れ
た
の
で
す
が
、

平
成
10
年
の
改
正
で
、「
そ
れ
な
り
の
延
焼
防

止
措
置
を
し
た「
木
三
共
」に
つ
い
て
は
準
防
火

地
域
に
建
築
し
て
も
よ
い
」と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

こ
の
た
め
平
成
11
年
に
建
基
令
1
1
5
条
の

2
の
2
第
1
項
が
改
正
さ
れ
、
お
お
む
ね
表
1

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
号
は
、
隣
棟
か
ら
の
延
焼
防
止
性
能
を

高
め
る
た
め
、
平
成
5
年
当
初
の「
壁
、
柱
、

床
及
び
は
り
」に
加
え
、「
屋
根
の
軒
裏
の
延

焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
」に
も
1
時
間
の
耐

火
性
能
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
は
、
準

防
火
地
域
だ
け
で
な
く「
防
火
地
域
及
び
準
防

火
地
域
以
外
の
区
域
」に
も
及
ぶ
た
め
、
そ
の

部
分
に
つ
い
て
は
規
制
強
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
規
定
は
、
平
成
12
年
の
改
正
で
、

性
能
規
定
化
の
概
念
整
理
に
合
わ
せ
て
非
損
傷

性
能（
同
号
イ
）、
遮
熱
性
能（
同
号
ロ
）及
び

遮
煙
性
能（
同
号
ハ
）の
三
つ
の
性
能
に
分
解
し

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
～
第
四
号
は
、
3
階
部
分
に
就
寝
施

設
が
あ
る
の
で
、
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と

し
な
い
な
ら
、
せ
め
て
安
全
な
避
難
路
と
消
防

の
で
し
た
。

こ
の
政
令
は
、
建
基
令
1
1
5
条
の
2
の

2（「
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
特

殊
建
築
物
の
技
術
的
基
準
等
」。
平
成
5
年
制

定
。
平
成
11
年
と
12
年
に
改
正
。
平
成
27
年

に
廃
止
。
本
稿
で
は
当
時
の
ま
ま
記
載
）第
1

項
で
す
。
そ
の
要
求
水
準
は
、
3
階
建
て
の
耐

火
建
築
物
と
同
様
の「
1
時
間
耐
火
」と
な
っ
て

お
り
、
通
常
の
準
耐
火
建
築
物
に
要
求
さ
れ
る

「
45
分
耐
火
」（
建
基
令
1
0
7
条
の
2
）と
比

べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
、
共
同
住
宅
等
が「
3
階
建
て
以
上
の

場
合
に
は
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
共
同
住
宅
等
が
多

数
の
人
が
就
寝
す
る
施
設
で
あ
り
、
夜
間
に
火

災
が
発
生
し
た
場
合
に
、
第
三
者
の
人
命
が

従
来
、
3
階
建
て
共
同
住
宅
等
は
、
建
基

法
27
条
1
項
で「
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
特
殊
建
築
物
」の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
日
米
協
議（
本
講
第
41
回
参
照
）

等
の
結
果
を
受
け
て
平
成
4
年
に
一
部
規
制
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
3
階
建
て
の
共
同
住
宅
等
の

う
ち「
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
以
外
の
区

域
内
に
あ
る
も
の
」は「（
建
基
法
）第
2
条
第

9
号
の
3
イ
に
該
当
す
る
準
耐
火
建
築
物（
主

要
構
造
部
の
防
火
性
能
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い

て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も

の
に
限
る
）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
す
る
も

準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
3
階
建
て
共
同
住
宅
等

用
い
る
こ
と
に
し
ま
す
。

「
木
三
共
」を
建
築
で
き
る
区
域
が
防
火
地

域
及
び
準
防
火
地
域
以
外
の
区
域
に
限
定
さ

れ
た
の
は
、
高
さ
が
高
い
建
築
物
が
燃
え
る
と

隣
棟
延
焼
の
危
険
性
が
増
す
と
考
え
ら
れ
た
た

め
で
す（
本
講
第
42
回
参
照
）。
単
体
規
定
の

中
に
集
団
規
定
的
概
念
が
入
り
込
ん
で
い
ま
す

が
、
建
基
法
27
条
で
求
め
る「
耐
火
建
築
物
」

の
概
念
の
中
に
、
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
開
口

部
へ
の
防
火
設
備
の
設
置
な
ど
、
隣
棟
延
焼
防

止
の
概
念
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
う
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
基
法
27
条
1
項
の
規
定
は
、
平
成
10
年

の
改
正
で
さ
ら
に
規
制
緩
和
さ
れ
、
3
階
建
て

の
共
同
住
宅
等
の
う
ち「
防
火
地
域
以
外
の
区

域
内
に
あ
る
も
の
」は「（
建
基
法
）第
2
条
第

9
号
の
3
イ
に
該
当
す
る
準
耐
火
建
築
物（
主

要
構
造
部
の
耐
火
性
能
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い

て
、
準
防
火
地
域
の
内
外
の
別
に
応
じ
て
政
令

で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限

る
）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
4
年
の
改
正
で
は
、「
木
三
共
」の
準
防
火

準
防
火
地
域
で
も
建
設
可
能
に

予防塾選講
〜第44回〜

表1　準耐火建築物とすることができる3階建て共同住宅等の基準（概要）
（建基令115条の2の2第1項（平成11年当時））

一 主要構造部である壁、柱、床、はり及び屋根の軒裏の延焼のおそれのあ
る部分が、耐火構造又は1時間の耐火性能を有する準耐火構造であること

二 共同住宅の各住戸などの「各宿泊室等」には、バルコニーまたは外気に
開放され宿泊室等と区画された避難路が設置されていること

三 3階の各宿泊室等に幅員4m以上の通路等に面する非常用の進入口が設
置されていること

四 原則として建築物周囲に幅員3m以上の通路が設置されていること

五
原則として3階の各宿泊室等の外壁の開口部に甲種防火戸（現在の「特定
防火設備」に相当）又は乙種防火戸（現在の「防火設備」に相当）が設置さ
れていること
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わ
っ
た
規
定
で
す
。
こ
の
規
定
は
準
防
火
地
域

内
に
建
て
ら
れ
る「
木
三
共
」の
み
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
当
然
、
市
街
地
火
災
を
助
長
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
規
定
で
す
。

建
基
令
1
1
5
条
の
2
の
2
は
、
平
成
27
年

に
、
学
校
に
木
造
3
階
建
て
を
認
め
る
こ
と
を

契
機
と
し
て
建
基
法
27
条
が
大
改
正
さ
れ
た
時

に
廃
止
さ
れ
、
建
基
令
1
1
0
条
と
平
成
27

年
国
土
交
通
省
告
示
2
5
5
号
に
整
理
し
な

お
さ
れ
ま
し
た
が
、
内
容
は
同
様
で
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
次
回
解
説
し
ま
す
。

建
基
法
21
条
の
木
造
建
築
物
の
高
さ
制
限

の
規
定（
高
さ
13
メ
ー
ト
ル
、
軒
高
9
メ
ー
ト

ル
）は
、
戸
建
て
住
宅
で
あ
れ
ば
3
階
建
て
で

も
普
通
は
超
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
共

同
住
宅
の
場
合
に
は
3
階
建
て
に
す
る
と
超
え

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
、
か
な
り
微
妙
な
数
値

で
す
。
こ
の
た
め
、
大
規
模
な
木
造
体
育
館
等

の
建
設
や
木
造
3
階
戸
建
て
住
宅
の
準
防
火
地

域
内
建
設
が
解
禁
に
な
っ
た
昭
和
62
年
の
改
正

の
際
に
は
、
法
21
条
の
改
正
は
見
送
ら
れ
た
の

で
す
が
、
平
成
4
年
に「
木
三
共
」が
解
禁
さ

「
木
三
共
」
と
高
さ
制
限

れ
る
と
、
改
正
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

「
木
三
共
」を
想
定
し
た
高
さ
制
限
緩
和
の
た

め
の
基
準（
建
基
令
1
2
9
条
の
2
第
1
項（
当

時
）。
現
在
の
1
2
9
条
の
2
の
3
。
主
要
構

造
部
を
木
造
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
規
模
の

建
築
物
の
技
術
的
基
準
等
）は
、
平
成
5
年
に

お
こ
な
わ
れ
た
政
令
改
正
の
際
に
、
建
基
令

1
0
7
条
の
2（
準
耐
火
構
造
）、
1
0
9
条

の
3（
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
建

築
物
と
同
等
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
建
築
物
の

技
術
的
基
準
）、
1
1
5
条
の
2
の
2（
前
述
）

な
ど
と
同
時
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
お
お
む
ね
次
の
基
準

を
満
た
し
た
場
合
に
高
さ
13
メ
ー
ト
ル
ま
た
は

軒
高
9
メ
ー
ト
ル
の
制
限
を
超
え
て
木
造
等
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

3
階
建
て
以
下
で
あ
る
こ
と（
令
第
1
2
9

条
の
2
第
1
項
1
号
イ
）

② 

主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
又
は
準
耐
火
構
造

（
た
だ
し
、
壁
、
柱
、
床
及
び
は
り
は
1
時

間
耐
火（
建
基
令
1
1
5
条
の
2
の
2
第
1

項
1
号
）適
合
）（
同
号
ロ
）

③ 

原
則
と
し
て
建
築
物
の
周
囲
に
幅
員
3
メ
ー

ト
ル
以
上
の
通
路
の
設
置（
同
号
ハ
）

「
木
三
共
」の
高
さ
制
限
を
緩
和
す
る
た
め
の

建
基
令
1
2
9
条
の
2
第
1
項
1
号
の
基
準
は
、

「
木
三
共
」の
基
準
で
あ
る
建
基
令
1
1
5
条

の
2
の
2
第
1
項
の
基
準
と
、
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
さ
制
限
緩
和
の
基
準
は
、
基
本
的
に
は「
木

三
共
」
の
基
準
の
う
ち
か
ら
避
難
関
係
の
規

定
が
除
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
幅
員
3
メ
ー
ト
ル
以
上
の
外
周
通
路
確
保

義
務
の
免
除
条
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
建
基
令

1
1
5
条
の
2
の
2
第
1
項
第
4
号
イ
お
よ
び

ロ
が
各
宿
泊
室
等
に
バ
ル
コ
ニ
ー
と
安
全
な
避

難
路
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

建
基
令
1
2
9
条
の
2
第
1
項
第
1
号
ハ（
1
）

で
は
2
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
防
火

区
画
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
木
三
共
」の
基
準
が

「
各
宿
泊
室
等
」の「
人
命
保
護
」を
大
き
な
目

的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
木
造
建
築
物
の
高

さ
制
限
の
主
た
る
目
的
が
火
災
か
ら
の「
財
産

保
護
」で
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

建
基
令
第
１
１
５
条
の
2
の
2
と

第
１
２
９
条
の
2
と
の
関
係
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